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1. 2022年12月期第2四半期の連結業績（2022年1月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第2四半期 14,173 10.3 1,106 8.3 1,133 7.7 694 7.1

2021年12月期第2四半期 12,845 5.9 1,021 15.6 1,052 16.3 648 30.4

（注）包括利益 2022年12月期第2四半期　　712百万円 （6.5％） 2021年12月期第2四半期　　669百万円 （36.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年12月期第2四半期 61.07 ―

2021年12月期第2四半期 57.13 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年12月期第2四半期 14,572 9,983 68.5

2021年12月期 14,361 9,557 66.6

（参考）自己資本 2022年12月期第2四半期 9,983百万円 2021年12月期 9,557百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

2022年12月期 ― 0.00

2022年12月期（予想） ― 37.00 37.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2022年12月期の連結業績予想（2022年 1月 1日～2022年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,673 9.5 2,286 22.2 2,353 21.2 1,404 26.5 123.28

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期2Q 11,388,716 株 2021年12月期 11,363,159 株

② 期末自己株式数 2022年12月期2Q 112 株 2021年12月期 112 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期2Q 11,372,507 株 2021年12月期2Q 11,348,272 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、第2四半期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の収束時期が未だ見えない中、ワ

クチン接種の普及により、個人消費は回復の兆しが見え始めており、経済回復が期待されております。一方、ロシ

ア・ウクライナ情勢の悪化による原材料価格等の高騰に加え、急速な円安進行により、景気の下振れリスクは高ま

っており、先行きは不透明な状況になっております。

　世界経済においては、欧米を中心に新型コロナウイルス感染症との共存が模索されており、経済が回りはじめて

おりますが、ロシア・ウクライナ情勢の悪化や中国のゼロコロナ政策によるサプライチェーンの影響は、強まって

おり、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　このような状況の中、当社グループは、「顧客開拓、有望分野の拡大」、「ソリューション事業の創出」、「グ

ループ経営強化」の３つの重点戦略に取り組み、持続的な成長と企業価値の向上に努めてまいりました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高141億73百万円（前年同四半期比10.3％増）、営業利益

11億６百万円（同8.3％増）、経常利益11億33百万円（同7.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益６億94百

万円（同7.1％増）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

（情報サービス事業）

　「モビリティソリューション」は、車載系は既存業務の拡大に加え、新規顧客からEV関連業務を受注するなど、

堅調に推移いたしました。5G関連業務は既存顧客の基地局業務はピークを越えたものの、新規顧客から基地局の評

価業務等を受注し、売上高は前年同四半期に比べ増加いたしました。「ビジネスインダストリーソリューション」

は、医療系は新規顧客からの受注増加や医療クラウドの受注等、堅調に推移いたしました。基幹システムの刷新な

ども堅調に推移し、売上高は前年同四半期に比べ増加いたしました。「エンタープライズソリューション」は、金

融系は既存顧客のニーズに細かく対応し、受注が堅調に推移いたしました。一方、インフラ系は半導体不足の影響

を受け、機器更改の受注は伸び悩み減少いたしましたが、売上高は前年同四半期に比べ増加いたしました。「プロ

ダクトソリューション」は、MDM事業は営業力強化による新規顧客の増加等により、売上高は前年同四半期に比べ

増加いたしました。

　利益面に関しましては、増収により調達コスト上昇や、営業活動の拡大、人材投資による販管費の増加を吸収

し、セグメント利益は前年同四半期に比べ増加いたしました。

　以上の結果、当事業における売上高は120億90百万円（前年同四半期比14.3％増）、セグメント利益は８億58百万

円（同8.8％増）となりました。

（セキュリティシステム事業）

　第１四半期から半導体不足による影響は、続いており引続き機会損失の影響を受けました。一方でリカーリング

ビジネスは堅調に推移いたしました。半導体不足の影響を受けにくい新アイテムの取り扱いを増強いたしました

が、売上高は前年同四半期に比べ減少いたしました。

　利益面に関しましては、売上高の減少に加え、部材費等の高騰による影響を受けましたが、リカーリングビジネ

スが堅調に推移したことに加え、研究開発費の減少やのれん償却が終了したこと等により販管費が減少し、セグメ

ント利益は前年同四半期に比べ増加いたしました。

　以上の結果、当事業における売上高は20億83百万円（前年同四半期比8.0％減）、セグメント利益は２億41百万

円（同5.8％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末における資産は、145億72百万円と前連結会計年度末より２億10百万円増加いたし

ました。これは主として現金及び預金、商品等の増加額が受取手形、売掛金及び契約資産や仕掛品、のれん等の減

少額を上回ったことによるものであります。

　負債は、45億88百万円と前連結会計年度末より２億15百万円減少いたしました。これは主として支払手形及び買

掛金や未払金、未払費用、未払消費税等の減少額がその他等の増加額を上回ったことによるものであります。

　純資産は、99億83百万円と前連結会計年度末より４億25百万円増加いたしました。これは主として利益剰余金や

為替調整勘定等の増加額がその他有価証券評価差額金の減少額を上回ったことによるものであります。

　なお、自己資本比率は、68.5％と1.9ポイント増加いたしました。

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、５億69百万円の増加となり、前
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連結会計年度末（2021年12月31日）の資金残高60億71百万円を受け、当第２四半期連結会計期間末の資金残高は66

億40百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、資金は８億７百万円の増加となりました。この増加は主として減価償却費69百万円、のれん償

却額１億77百万円、たな卸資産の減少額１億８百万円、税金等調整前四半期純利益11億33百万円等の資金の増加要

因が、未払金の減少額１億53百万円、未払消費税等の減少額１億17百万円、法人税等の支払額４億58百万円等の資

金の減少要因を上回ったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、資金は48百万円の増加となりました。この増加は主として、保険積立金の払い戻しによる収入

75百万円等の資金の増加要因が有形固定資産の取得による支出41百万円、投資有価証券の取得による支出１百万円

等の資金の減少要因を上回ったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、資金は３億39百万円の減少となりました。この減少は主として、配当金の支払額３億39百万円

等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期業績予想につきましては、当社グループの第２四半期の連結売上高は、既存業務の拡大に加え、新規顧客か

らの受注獲得等により前回発表予想を上回りました。

　利益面に関しましては、増収により調達コスト上昇や営業活動の拡大、人材投資による販管費の増加を吸収し各

段階の利益は、いずれも予想を上回る結果となりました。

　2022年12月期通期連結業績予想につきましては、先行きの不透明感が強まっているものの、当第２四半期連結業

績を踏まえ、修正いたしました。

　詳細につきましては、本日(2022年7月29日)公表しました「第２四半期連結業績予想数値と実績数値との差異及

び通期連結業績予想並びに期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

　今後、公表すべき事実が生じた場合には、すみやかにお知らせいたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,074,660 6,643,805

受取手形、売掛金及び契約資産 4,962,481 4,815,711

前払費用 143,239 175,008

商品 265,733 452,992

仕掛品 81,042 2,593

貯蔵品 1,604 1,027

その他 119,739 80,286

貸倒引当金 △35,345 △40,100

流動資産合計 11,613,155 12,131,325

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 490,913 488,058

減価償却累計額及び減損損失累計額 △295,127 △294,123

建物及び構築物（純額） 195,785 193,934

土地 600,550 600,550

その他 667,618 667,904

減価償却累計額及び減損損失累計額 △472,878 △481,114

その他（純額） 194,740 186,789

有形固定資産合計 991,076 981,274

無形固定資産

のれん 711,908 533,931

その他 44,411 39,214

無形固定資産合計 756,320 573,145

投資その他の資産

投資有価証券 468,342 418,265

長期前払費用 6,601 6,741

差入保証金 293,330 287,501

繰延税金資産 150,775 150,432

その他 82,152 23,356

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 1,001,202 886,297

固定資産合計 2,748,598 2,440,717

資産合計 14,361,754 14,572,042

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,635,335 1,621,934

契約負債 － 4,562

短期借入金 120,000 120,000

未払金 1,063,210 912,863

未払費用 102,563 66,667

未払法人税等 448,664 447,716

未払消費税等 401,042 283,061

賞与引当金 28,076 29,591

役員賞与引当金 17,395 30,087

受注損失引当金 16 609

その他 407,572 511,557

流動負債合計 4,223,878 4,028,651

固定負債

退職給付に係る負債 236,485 244,797

役員退職慰労引当金 53,430 48,294

資産除去債務 82,361 84,951

繰延税金負債 43,620 18,089

その他 164,163 163,563

固定負債合計 580,061 559,696

負債合計 4,803,939 4,588,347

純資産の部

株主資本

資本金 2,346,932 2,361,512

資本剰余金 2,951,111 2,965,691

利益剰余金 4,117,861 4,496,298

自己株式 △92 △92

株主資本合計 9,415,812 9,823,410

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 156,646 115,171

為替換算調整勘定 △14,644 45,113

その他の包括利益累計額合計 142,002 160,284

純資産合計 9,557,814 9,983,695

負債純資産合計 14,361,754 14,572,042
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

売上高 12,845,676 14,173,713

売上原価 9,565,150 10,740,441

売上総利益 3,280,525 3,433,271

販売費及び一般管理費 2,258,788 2,327,057

営業利益 1,021,736 1,106,213

営業外収益

受取利息 5,110 6,544

受取配当金 24,385 8,803

保険解約返戻金 － 14,403

その他 5,887 2,697

営業外収益合計 35,383 32,449

営業外費用

支払利息 568 372

新株発行費 475 476

手形売却損 1,429 895

為替差損 1,837 1,744

その他 116 1,841

営業外費用合計 4,428 5,330

経常利益 1,052,692 1,133,332

税金等調整前四半期純利益 1,052,692 1,133,332

法人税、住民税及び事業税 388,901 456,190

法人税等調整額 15,437 △17,378

法人税等合計 404,339 438,812

四半期純利益 648,353 694,520

親会社株主に帰属する四半期純利益 648,353 694,520

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

四半期純利益 648,353 694,520

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 7,033 △41,475

為替換算調整勘定 13,865 59,757

その他の包括利益合計 20,898 18,282

四半期包括利益 669,252 712,803

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 669,252 712,803

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,052,692 1,133,332

減価償却費 38,908 69,496

のれん償却額 225,591 177,977

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,554 △656

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,070 1,515

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △55,389 12,691

受注損失引当金の増減額（△は減少） 1,050 593

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 12,575 7,473

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,212 △5,135

受取利息及び受取配当金 △29,496 △15,348

支払利息 568 372

売上債権の増減額（△は増加） 75,727 188,935

棚卸資産の増減額（△は増加） 95,586 △108,233

仕入債務の増減額（△は減少） △4,529 △11,250

未払金の増減額（△は減少） △176,089 △153,888

未払消費税等の増減額（△は減少） △198,490 △117,981

長期未払金の増減額（△は減少） △32,071 －

その他の流動資産の増減額（△は増加） △96,742 16,142

その他の流動負債の増減額（△は減少） 53,363 56,164

その他 13,692 △378

小計 980,676 1,251,821

利息及び配当金の受取額 29,470 15,347

利息の支払額 △648 △401

助成金の受取額 2,978 －

法人税等の支払額 △518,483 △458,899

営業活動によるキャッシュ・フロー 493,993 807,867

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,233 △41,073

無形固定資産の取得による支出 － △990

投資有価証券の取得による支出 △1,603 △1,629

保険積立金の払戻による収入 － 75,727

長期前払費用の取得による支出 △369 △408

その他 △5,357 16,386

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,564 48,012

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △20,000 －

長期借入金の返済による支出 △9,690 －

社債の償還による支出 △16,000 －

リース債務の返済による支出 △753 △592

配当金の支払額 △355,208 △339,206

財務活動によるキャッシュ・フロー △401,651 △339,799

現金及び現金同等物に係る換算差額 13,477 53,064

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 96,255 569,145

現金及び現金同等物の期首残高 5,196,122 6,071,680

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,292,377 6,640,825
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　　（収益認識に関する会計基準の適用）

　　　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)等を

第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財また

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、従来はソフトウ

ェア開発に係る契約のうち、会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる契約については、工事進

行基準、その他の契約については、工事完成基準を適用していましたが、履行義務を充足するにつれて顧客が便益を

享受する場合は、進捗度に応じて一定期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。

　　　収益認識会計基準等の適用については、収益認識基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、第

１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計期

間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　　　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は350,101千円、売上原価は287,651千円それぞれ増加し、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ62,449千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残

高は17,157千円増加しております。

　　　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて当第１四半期連結会計期間より表示すること

といたしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新た

な表示方法により組替えを行っておりません。

　　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　　　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表に与える影響はあり

ません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

①簡便な会計処理

固定資産の減価償却の算定方法

　定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出する方法によって

おります。

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額（注） 合計

情報サービス セキュリティシステム

売上高

外部顧客への売上高 10,580,706 2,264,969 － 12,845,676

セグメント間の内部

売上高又は振替高
69,421 8,305 △77,726 －

計 10,650,127 2,273,275 △77,726 12,845,676

セグメント利益 789,407 228,731 3,598 1,021,736

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。

　（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

　（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額（注） 合計

情報サービス セキュリティシステム

売上高

外部顧客への売上高 12,090,403 2,083,309 － 14,173,713

セグメント間の内部

売上高又は振替高
62,131 6,876 △69,008 －

計 12,152,535 2,090,186 △69,008 14,173,713

セグメント利益 858,956 241,887 5,369 1,106,213

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。

　（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

　（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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